
千葉県柏市 広報部 広報広聴課 Web担当



開設当初の案内文(広報かしわR3.8.15号)▶

柏市公式LINEは令和３年8月に運用を開始。

主に感染症対策として、市内感染者数を配信。

・新型コロナウイルス関連情報

・「広報かしわ」発行情報

・防犯・防災・火災情報

・行方不明者情報

・選挙関係情報 …等を

テキスト配信＆一斉配信

R3.8
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令和4年9月、企画部DX推進課と広報部広報広聴課の部をまたいだ2課協働で

「柏市公式LINE強化プロジェクト」を始動。

R４.９

➢「つながる市役所」と題して、LINEを活用した
市民と繋がる行政サービスについて模索

➢DX推進課では
LINEを活用した電子申請をメインに協議

➢広報広聴課では
プッシュ型発信の在り方について検討を開始
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柏市民から 市役所から

欲しい情報や
必要な手続きを
市民から

取りに行く

届けたい情報や
必要な手続きを
柏市役所から

発信する

PUSHPULL

機能性＆利便性
市民にとって
価値＆必要性の
高い情報発信

DX推進課

柏市公式LINE強化プロジェクトにある2本の柱│

広報広聴課

双方向のつながり



開設以降、LINE友だち登録者数は順調に伸びるも、

友だち登録者数の伸び率以上に、ブロック率も急上昇。

友だち数 ブロック数 ブロック率

R３年度末 5,337 472 8.8%

R4年度末 18,400 3,230 17.6%
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友だち登録者数 ブロック数 ブロック率

令和5年４月1日時点で

ブロック率は

１７．５％まで上昇
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│

R3.8月の開設～R4年度末までの間に、

友だち登録者約3.5倍の伸び率に対し

ブロック数は７倍近くに



≦

開設当初はコロナ禍で、感染症対策が最重要課題だったことから、市内の感染者状況やワクチン情報
を頻繁に一斉配信していた。しかし社会情勢の変化により、市民の感染者情報への関心は徐々に低下。
頻繁なコロナ情報を「不要」と感じる市民が増えていたことを把握しつつも、行政として1日1回以上の
一斉配信を続けていたこと、さらに配信内容のバリエーション不足が、ブロック数増加の主な要因であ
ると考えた。

LINEは気軽に市民とつながれる一方で、他のSNSに比べブロックされやすく、また一度ブロックされ
ると再登録（ブロック解除）が望みにくい特性がある。
行政として、いざという時に必要な情報を、多くの市民に届けるためには、友だちを増やす取り組みと
併せて、アカウントからの離脱を防ぐ「ブロックされない対策」が重要。これが情報の到達率や信頼性を
高め、公式LINEの効果を引き出す基盤となる。
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ターゲットリーチ数
（友だち登録者数‐ブロック数）

20万人

PUSH発信の在り方に関する目標設定│

ブロック率
（ブロック率の低減）

✓ 不要な情報が多い
✓ 同じ内容で飽きた

✓ 配信回数が多い 等、
ブロックされる要因を除外した

配信ルールに見直し▶
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✓ 必要性の高い
✓ 価値ある情報を
✓ 適切な頻度で

届けることが重要

柏市人口 43万人
内世帯数 20万世帯▶

圧倒的な利用率を誇るLINEは
行政に不可欠な最重要SNS。

このLINEの友だちが
各世帯に1人いれば、
情報発信ツールとして

十分な役割を担えると考えられる



対市民向け

01 02 03

セグメント配信の導入

市民自身が

✓ 市政情報を受信するか

✓ 何のジャンルを受信するか

選択可能となる

脱・行政な
魅せるデザイン

広報マインドの伝え方

対庁内職員向け

担当課が伝えたいこと

≠ 市民が知りたいこと

庁内職員に対し

広報知識の底上げを図る

複数回の校正を重ね、

とことんこだわる

魅せるデザイン

広報広聴課施策
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市民向け・庁内向け・課内施策

3つの方向からアプローチ
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取り組み１ セグメント配信の導入

一斉配信 セグメント配信

全ての情報を

全ての登録者に配信すると

不必要な情報が多くなり

ブロックされる可能性大

特定のセグメントにのみ配信

必要な人にだけ配信するため

ブロック防止につながる

イベント
情報

健康福祉
情報

子育て
情報

新型コロナ
情報

対市民
向け

市からの情報を

① 「受け取る」 or 「受け取らない」

② 受け取る情報は「選択」できる
市民へ「選択肢」を提供

＜導入検討＞



R5.3～

基本的な運用内容（目的・運用方
法・発信情報等）を定めたポリシー
のみが制定されていた

庁内向け
情報発信のルールを制定

アカウント運用担当者向け
マニュアルを作成

柏市公式ＬＩＮＥアカウント
運用ポリシー

職員がLINE発信をする際のルールを制定。
ブロック防止を肝に厳守する事項を明記

✓ セグメント配信は同ジャンル１日１回・週３回

✓ 配信案はターゲット、何を伝えるか、期待す
る効果まで想定して作成すること

✓ タイトルはわかりやすく・優しい言葉で

✓ 本文は２００文字以内で

情報種別・投稿の流れに加え、ブロック防止
のための【配信適否の判断基準】を明記

× 対象が限定的であるもの
例）税金滞納通知書の送付情報

× 頻繁な配信となるもの
例）月一回以上開催しているイベント

一度配信した内容の募集締め切りなど
のリマインド配信
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＜導入準備＞

取り組み１ セグメント配信の導入



令和５年４月柏市公式LINEリニューアル

セグメント配信を導入し、欲しい市民に・欲しい情報のみをお届けできるようにリニューアル。

市民は自分自身で情報の取得の有無・取得する情報を選択することが可能となった。

R5.4～

各電子申請も
同タイミングで
リリース！

火災情報は
消防局から
即時配信！
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DX推進課

＜導入＞

取り組み１ セグメント配信の導入



ジャンル 配信内容 配信頻度
（R７上半期実績)

1 防災・防犯 防災、犯罪、防犯に関する情報 4.3回／月

2 イベント イベント情報 3.0回／月

3 子育て・教育 子育て、教育に関する情報 15.7回／月

4 健康・福祉 健康、福祉に関する情報 2.7回／月

5 市からのお知らせ
上記分類に含まれない
市政に関する情報

4.3回／月

6 火災（地域別配信）
※消防局配信

消防隊出動に関する情報 12.7回／月

7 ブログ
※シティプロモーション課配信

市にゆかりのある方が執筆する
ブログ更新情報

6.0回／月

＋α 一斉配信
市民生活に影響を与える緊急情報、
広報誌の発行や選挙情報など

3.2回／月

市民に欲しい情報の「選択肢」を提供できる「セグメント配信」。
柏市では以下7ジャンルに設定。
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✓ 部局に問わられず、市民ニーズ

の高いジャンルを選定。

✓ 特に「子育て・教育」分野は

「はぐはぐ柏※」を有する柏市

ならではの注力分野。

※ 柏市子育て特設サイト

＜配信ジャンル＞

取り組み１ セグメント配信の導入



取り組み２ 広報マインドの伝え方

❷ SNSの配信依頼を電子申請化

❶「公式SNS配信マニュアル」の作成

LINE配信を行うにあたり、欠かせないのが事業を所管する担当課案。

広く周知したい事業だからこそ、担当課ならではの「伝えたいこと」がたくさん…

⇒但し、それが市民の知りたいことと直結しないのが「行政広報」

事業担当課にはLINE配信前の「マニュアル確認」を依頼することで、広報知識の底上げや、
配信内容・クオリティの均質化を図る。

事業担当課からのSNS配信依頼を、これまでのExcelシートから電子申請に変更。
事前確認事項へのチェックを必須としたり、指定以上の文字数や配信希望日は入力不可に
する等，できないことは最初から依頼できないシステムとした。
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対庁内
向け

「担当課が伝えたいこと≠市民が知りたいこと」

そこで…



「公式SNS配信マニュアル」は、全庁に向けて広報

マインドを伝えるために、全ページを広報広聴課

Web担当で作成した、完全オリジナルマニュアル。

✓ 情報発信の考え方

✓ SNSの使い分け方法・特性

✓ SNS用の文章作成のコツ等…、

特に事業担当者に向け、

「市が考えるＳＮＳ発信」を

細かなところまで落とし込み作成した。
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＜ ❶ 「公式SNS配信マニュアル」の作成＞

⇒マニュアルを見てから配信案を作ってもらうことで、
各課でバラバラだった配信内容やクオリティが均質化。

取り組み２ 広報マインドの伝え方



運用を進める中で、

マニュアルや情報発信ルールから外れた配信案が

担当課から多く提出される状況が続いた

結果
マニュアルに沿った原稿を、入力しながら自然と作成できるようになった

＋α
１件ずつExcelファイルを作成していた作業を、電子フォームにしたことで
自動で取り込みできるようになり、Web担当者の業務負担も大幅に減少。

R６.８～

そこで、“作成段階”で発信ルールの周知と広報マインドを共有すること
を目的に、提出方法をエクセルファイルから電子申請フォームに変更

ビジュアルが

提示され

イメージが

つきやすい

入力可能文字数の設定

＆注意事項等の表示で

ルールから外れない！

情報発信ルールに合わせ
担当課案を広報で修正

↓
元々の担当課の意図から外れる配信案に

↓
広報⇔担当課、

担当課⇔課内の調整が発生
↓

結果、双方の調整負担が
増すばかり…

何文字でも

打ててしまう…

注意事項を

読まずに申請…

15

< ❷ SNSの配信依頼を電子申請化 ＞

取り組み２ 広報マインドの伝え方



テキストメインであった配信を
最適な校正・魅せるデザインにすることで配信内容の魅力をアップ！
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取り組み3 脱・行政な魅せるデザイン

テキスト配信 フレックスメッセージ配信

テキストのみの情報は受

取り手側の読む気を引

き起こせず、スルーされ

がちに…

LINEのフレックスメッセ―

ジ機能を活用して、

✓メインビジュアル

✓文字カラー

✓フォントサイズ等で

ジャンプ率を意識。

一気に興味を惹く配信に。

広報広聴課
施策

配信文案を

市民目線にチェンジ

01 02
担当課案を確認

「専門的用語」や「行政用語」を
使わず、より一般的な言葉に校正

ビジュアル作成
パっと目を惹く

ヘッダー画像を作成
担当課案がなければ、

チラシやHＰの情報を基に
0から作ることも…

校正は担当全員で

担当課作成→ＳＮＳ担当者が校正
＋さらにＷｅｂ担当複数人で

意見交換

Web担当複数人で
意見交換＆チェック

03



＼脱・行政な「魅せる」デザイン／
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AFTERBEFORE

●担当課文案

柏市では、令和7年度から防災士資格取得を支援す
る補助金制度を設け、地域防災力向上を目指して
います。防災士資格に関心のある方は、ぜひこちら
の制度をご活用ください！

●実際の配信

Point
アイキャッチしやすいヘッダー画像を追加

「学生全額補助」制度を特出しし、親から子への拡散を意識

●イメージ画像（チラシ）

✓送信者数
15,694人

✓リンク先PV数
938PV （当日～翌日の2日間）
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AFTERBEFORE

道の駅しょうなんの水と空を感じられる特別空間
「ミズソラパーク手賀沼」。今回は「水で思いっきり
あそぼう」をテーマに、8月の土曜日に3回（9日、
16日、23日）開催します！ミニプールや水鉄砲で
遊べるスプラッシュゾーンや、キラキラした水を
テーマにしたワークショプで、思いっきり水を楽し
みましょう。

実際のイベント写真を前面に持ってくることで、

こども向けイベントであることを視覚からアピール

✓送信者数
13,980人

✓リンク先PV数
外部サイトのため計測不可
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●実際の配信

Point

●イメージ画像（チラシ）

●担当課文案



AFTERBEFORE

保護者に代わり園児を認定こども園まで送迎する
「柏駅前送迎保育ステーション」の見学会を開催！
また各園の説明後に保育室内の自由見学が可能な
ので、ぜひお子さんと一緒にご来場ください。
【日時・場所】
8月2日(土) ①10時～②13時～
TeToTe3階(柏市柏4-9-7)

新規事業や施設は、内観・外観写真を使用。

イメージがわくことで、興味も引きやすくなる。

✓送信者数
15,245人

✓リンク先PV数
391PV（当日～翌日の2日間）
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●柏市HP

●実際の配信

Point●担当課文案



AFTERBEFORE

■令和7年度に国民健康保険にご加入中の18
歳から39歳までの方へ

■生活習慣病予防を目的とした健診を実施して
います。18歳から34歳までの方は、柏市ホー
ムページから受診券の発行申請が必要です。

35歳から39歳までの対象の方には、5月中旬
頃に受診券を発送しています。受診期間は、6
月1日～来年1月末です。受診期間終了間際は
予約が取りにくくなります。早めの予約・受診を
お勧めします。
（年齢は、いずれも令和7年度末時点の年齢で
す。）

■令和7年度柏市国保特定健康診査・柏市75
歳以上の健康診査が始まります。

■対象の方には、受診券を5月末に発送してい
ます。受診期間は、6月1日～来年1月末です。
受診期間終了間際は予約が取りにくくなります。
早めの予約・受診をお勧めします。

細かな制度設計がある事業は、ざっくり省略。

詳細は年齢別に振り分け、市HPへ誘導。

✓送信者数
11,800人

✓リンク先PV数
①プレ特定健康診査

140PV
②特定健康診査

516PV
③75歳以上の健康診査

203PV
（いずれも当日～翌日の2日間）

●実際の配信

Point●担当課文案
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AFTERBEFORE

令和7年10月1日（水）から65歳以上の高齢者
(一部特例有)を対象に、接種費用を助成します。
接種により、かかった時の重症化予防に効果が
あるとされています。
自己負担額や接種期間など詳細はホームペー
ジをご覧ください。

ヘッダー画像をリデザイン。画像・文案共に制度の

対象年齢を最初にもってくることで「自分事」へチェンジ。

✓送信者数
12,530人

✓リンク先PV数
①インフルエンザ予防接種

1,106PV
②新型コロナワクチン予防接種

706PV
（いずれも当日～翌日の2日間）
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●イメージ画像（チラシ）

Point

●実際の配信

●担当課文案



AFTERBEFORE

令和6年に支給した調整給付金に不足があるか
たなどに不足額を支給します。
対象となる方のうちこちらで把握できる方には
支給案内書・支給要件確認書をお送りしていま
す。どちらも届かず対象と思われる方（R6年中
に転入してきた方など）は申請が必要になりま
す。
【申請期限】10月10日（金）（当日消印有効）
対象者や手続き方法など、詳しくは市のホーム
ページをご確認ください。

給付金・補助金等のお金に関する行政情報は、

「対象か否か」を簡単に判断できるシンプルなデザインに

✓送信者数
13,679人

✓リンク先PV数
1,710PV（当日～翌日の2日間）
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●実際の配信

Point●担当課文案

●イメージ画像（チラシ）



BEFORE AFTER

本日より、以下の期日前投票所で期日前投票ができ
ます。
▼7/4～7/19まで
8:30～20:00
・柏市役所本庁舎 1階ロビー
10:00～20:00
・セブンパークアリオ柏 3階特設会場
・ららぽーと柏の葉本館 3階

キッズプレイエリア
※投票所は7/12、7/17に増設されます。
期日前投票所の増設日程▶▶▶
▼7/17～7/19まで
8:30～17:00
・柏市役所沼南庁舎 2階 市民交流サロン
・田中近隣センター 1階 ロビー
・高柳近隣センター 多目的ホール
（以下略）

長文情報は、ライン等で見栄えを整え、

すっきり読みやすく＆分かりやすく

●イメージ画像

✓送信者数
43,428人

✓リンク先PV数
5,189PV（当日～翌日の2日間）
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Point

●実際の配信

●担当課文案



AFTERBEFORE

小学校の夏休み期間中に学童保育施設で働いて
みませんか？
子どもの笑顔と成長を間近で感じられるお仕事で
す。
時給：1210円～
※交通費規定内別途支給
募集施設：柏市立こどもルーム
（市内の小学校敷地内等43か所）
仕事内容：遊びの見守り、おやつの準備、掃除 等

求人情報は「子育て・教育」カテゴリに広げ

応募枠数を増やして配信。

依頼のあった学童保育課だけでなく
保育園や小中学校の求人所管課と新たに調整。

「保育・教育現場で働こう！」と題して特集化

✓送信者数
14,896人

✓リンク先PV数 （いずれも当日～翌日の2日間）

②学童保育

計367PV

④小・中学校

145PV

③保育園

182PV

①「はぐはぐ柏」

489PV
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●担当課文案

●イメージ画像

Point

●実際の配信



AFTERBEFORE

柏市では、地域コミュニティや防災、行政サービス
の拠点として、コミュニティエリア毎に、近隣セン
ターを設置しています。

この度、未整備であった柏の葉地域に近隣セン
ターの整備を予定することとなりました！

ホームページでは、柏の葉近隣センター完成まで
の道のりとして、検討会やワークショップなどの取
り組みの様子をお知らせします。

地域住民の皆様のニーズにあったよりよい施設を
目指すため、地域にお住まいの皆様にアンケート
を行っています。ぜひご回答ください！

PULLでは集まりづらい市民アンケートを、

配信対象者を該当エリアに絞ってPUSH配信。

アンケート回答数

市HPにアンケート詳細ページの掲載依

頼があったことから、Web担当から事業

課にLINE配信を提案。

該当のエリアに絞って配信し、配信日当

日は222件の回答につながった。

✓送信者数
1,638人

✓アンケート回答者数
268人（当日～翌日の2日間）

✓リンク先PV数
5,189PV（当日～翌日の2日間）

●実際の配信

●担当課文案 Point

26



セグメント配信以降、ブロック率が徐々に減少
R7.12現在

17.5%

14.4%
14.1%

11.7%

11.4% 11.8%

11.8%
11.7%

12.0%

0%

10%

20%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

R5.4 R5.8 R5.12 R6.4 R6.8 R6.12 R7.4 R7.8 R7.12

友達追加の数 ブロック数 ブロック率

友だち数 ブロック数 ブロック率

R5.4.1 18,400 3,2３４ 17.５%

R6.4.1 33,712 3,951 11.7%

R7.4.1 44,922 5,299 11.8%

R7.12.1 55,207 6,601 12.0%

令和5年4月1日のブロック率17.5％が、

令和7年12月1日現在

12.0%まで減少。
このままブロック率を意識した施策を

継続することで，更なる低減を目指す。

セグメント配信をスタートPoint

LINE配信フォームを電子申請化Point

リニューアル以降、友だち登録者数約3倍の伸び率に対し、

ブロック率は約６％減
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01 03

R7.12～

DX推進課にて、 行政手続きのオン
ライン化を促進。LINEを活用した申
請手続きを増やすことで、情報発信
ツールとして以上の利便性を向上。

LINEをはじめとしたSNSでの情報
発信用の素材集・テンプレート集を
作成。市を挙げた「デザイン力」の底
上げを目指す。

02 防災情報の即時配信

新たに一斉同報システムを導入。
有事の際に必要な情報を、LINE
を含めたあらゆるツールで確実・
迅速に市民に届ける。
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03

身分証明書の発行申請、道路損
傷の通報、中高生の居場所の入
退館記録等…LINEを活用した
電子申請を次々とリリース。

LINEで可能な電子申請を増やし

利便性を向上させることで、

友だち数増加を目指す。

汎用性の高いフリー素材フォルダや

過去の配信文をテンプレート化。

庁内に共有することで

市全体のデザイン力を底上げ

「どういったデザインがいいのか」

考え方＋αの「具体例」を示す

ALL柏で「ずっとつながる市役所」の実現を目指す

気象情報、地震情報、国民保護情報

等の緊急事態情報を、

HP・メール・X・LINEにて

発令と同時に即時配信。

01
防災情報の即時配信

緊急事態こそ、PUSH通知である

LINE・メールが主戦力に

02
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広報紙「広報かしわ」での特集｜
紙媒体からデジタル接点へ誘導するクロスメディア展開で、友だち登録者数が急増。

広報かしわR５.５月号 +2,462人▶

R5 R７

R６

01 友だち登録者数増加施策 【番外編】
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広報かしわR6.3月号 +３，２８６人 広報かしわR７.５月号 + １，１６７人

※各数値は広報かしわ配布開始日～10日間の友だち登録者純増数

▶

▶


